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月 2回 (1回につ き 1時間半程度 )




部 門別研 修 会 (月 2回) 全 体研 修 会 (年2～3回)
研 修 過 程 具体例 研修過 程 具体例
1 自己評 価
に よ る課 題
の抽 出
療 育 の効 果 測 定 は,生活場 面
で の評 価 が必 要 【コ ンサ ル タ(¬
ントの助言】【実践記録 自己評価・清報
共有】
2 課 題 解 決
の た め の 講
義 と演 習
3 得 られ た 経 験 豊 富 な保 育 者 ,コー デ ィ
知 識 を 基 に ネ ー タ ー が 療 育 実 践 を 評 価
療 育 実践   【他 者 か らの評 価 】
4 自己評価 保育者間の共通認識 【成果 】,
に よ る成 果 子 どもへ の療 育 効果 に対 す
と課 題,質 る戸惑い 【省察,全体研修ヘ
問 内容 の抽 の課題 の整理】
出
職 員 間 の連携,環境 設 定等 ,
療 育 の 技 法 に つ い て の 理 解 (■
1部門別 研 修



















必 要 な ツー ル
の開発
日常 で の 療 育 成 果 を ア セ ス
メ ン ト,保育 所,幼稚 園,学
校 との情 報 交換 【演 習 に よ
る,各部門で検討 】
↓
3課題 解 決 に
向 けた方
法論 の確 認
セ ンター で の学 び の確 認 ,療
育 成 果 を ア セ ス メ ン トす る
た めの シー トを作 成 ,情報 伝
達の方法 を検討 【課題 の明確




*実線 は,「部門別研修会J,「全体研修会」の流れ を示 した。









































































した 1青報提供に対する助言 【評 分 明 介】
〈並行通園部門〉①センターの役害Jの明確化に対する評価,
②保護者の養育スキルの査定の方法,関係機関との協働

















行動観察,デー タ収集方法の提案 【本目 矢日・技】
〈並行通園部門〉①実態把握方法に関する資料提供,②行
動観察,デー タ収集.グループロ標の立案方法について
の援助 【相 知 技】
①「全体研修会Jの理解度,課題の確認 【実】













修会の実施 (計画の指導と実行)と評価 【情 相 他】
表中略語/コンサルタント 分 i情報の分析,明:問題の明確化 ,
コーディネーター 実 :実態把握,情11青報提供,相















































































































































































































































ES BS2は0.32であ った。PNDは「効 果小」,ES BS2は
「効果なし」であった。以上より「保護者支援」に関す
る質問の個数に変化は認められなかった。
「療 育評価 の方法」 にお け る平均 値 は,BL期でo.oo
(現)=000),TR期で3.33(況)=147)であ っ た。PND
は1000,ESps2は3.26であ っ た。PNDは「効 果 大」,
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セ ッシ ョン (回)
Flgure 3.「循環型」研修会導入前後で変化が見られた各カテ
ゴリー に属する質問の個数


















































































































































若林 隆泰 (2009)地域からの療育システム構築の試み 障
害者問題研究 (全国障害者問題研究会),37(3).29-37







白取 真美・菅野 和恵 (2012)障害児通園施設保育士のス
トレッサー構造に関する研究 保育学研究,5θ(1),2940










田中 善大・三田村 仰・野田 航・馬場 ちはる・嶋崎 恒
雄 。松見 淳子 (2011)応用行動分析の研修プログラムが主
任保育士の発達障害児への支援行動に及ぼす効果の検討 行
動科学,49(2),107113



















ン」厚生労働省 Retneved frOm httO//www mhiw go,p/bunya/
kodomo/pd″hdku01(2013年7月19日)
Schon,AD(1983)乃e″rec″曖ρ″c″t′Oner‖0"ρroたSS′Onσ′
めjn j々n actrOtt New York:Basic Books
(ショーン,AD佐藤 学・秋田 喜代美 (訳)(2001)専F5
家の知恵――反省的実践家は行為 しながら考える一― ゆる
み出版)
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小田 豊 。中坪 史典 (2009)幼児理解からはじまる保育・
幼児教育方法 建串社
岩本 隆茂・川俣 甲子夫 (199o)シングル・ケース研究法
――新しい実験計画法とその応用―― 勁草書房










中坪 史典 (2016)保育実践と省察 日本保育学会 (編)保育














TrainingWorkshop to lmprove Competency ofNursery
Tcachersin ChildDevelopmentAssistance project:
Changesin lnterestin Medical Care and Education for I)isabled Children
among Nursery Tcachersin a Circulation‐Type TrainingWorkshop
YuukiSAIT01)Hiroyuki ARIKAWAの Masaki DOI鋤
Abstract
[PrOblelm alld Plコrpose]
lhis rcscarch discusscs thc idcal fOrn1 0fa circulatiOn―typc training lvorkshoP,as it rclatcs tO changcs in
thc htcrcst h catt mcacalcarc and cducationおr disablc  ch」drcn ttOng nurscry tcachcrs mrking at child_
dcК10Pmcnt―assistmcc ccntcrs rcsPonsiblC fOr a child¨dcvcloPmcnt_ass stanccProicCt・
[MethOdS]
TO undcrstand changcs in nurscry tcachcrs'intcrcst,wc catcgorizcd thc qtlcstiOns askcd by thc ptttici‐
Pmt nurscry tcachc∬.Il■c d tcrinination ofthc cfcct sizc、、ns p rfOrincd using chmgcsin thc numbcr ofcat´
cgodcs bcforc and a■cr thc intrOductiOn Ofthc circulatiOn―tyPc traihing、イorkshOPs.
[Results]
With thc intrOductiOn Of circu1/atiOn―typc training workshOPs,qucstions conccrning tcaching lllcthods
dccrcascd,and qucstiOns conccrning on rchabilitatiOn cvaluatiOn mcthods and cOnlinunity coopcration in´
crcascd.
[Discussion/Conclusion]
It aPPC劉『S that CirculatiOn‐tyPc trainingworkshoPs may cnhancc nurscry tcachcrs'cOmPctcnCC・
Key words:circulatiOn´tPc training wOl・kshoP,child dcvc10pmcnt assistancc,catt mcdical carc and cduca～
tiOn fOr disablcd childrcn,comPctCncy ofnurscry tcachcrs
JOumtt OfSChO。l McntJ Hcalth
2018,Vo1 21,No l PP l17‐128
1)NitttaSCirP Ullttrsiy
2)Niigata Un市crsity
3)Nagano plcFcctural lida Spccial Nccds Educa■On S h。01
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